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１０月３１日、５病棟では、芋掘りが行われました。小さな畑ではありますが、子ども達が育てたサツマイモは、写真の

通り大収穫となりました。お手伝いしてくださったボランティアの野口隼人さんにお話を聞いてみました。

子どもたちに声を
掛ける野口さん

大きなお芋が

たくさん穫れました！

毎月一回、行事などのある時には月に２回以上、ボランティアに来てくれている

野口君は、病棟の子どもたちから「パパ」とか「父さん」と呼ばれ、慕われ、頼り

にされています。自習中の勉強を教えてくれるだけでなく、畑作り水のあげ方、

肥料のあげ方、植える時期や収穫する時期などをアドバイスしてくれる大切な存在

でもあります。

これからもよろしくお願いします!

現在５病棟には２５名の子どもたちが入院し、それぞれの病気の改善に向けて

過ごしています。毎月お楽しみ会や野外炊飯、もちつき大会など様々な行事を予定し

実行委員を中心に毎回盛り上がっています。また、今年は病院の一角を借りて畑を

作り、ミニトマトとサツマイモを作りました。５月の中頃に苗を植えて、ミニトマト

は夏休みの前から収穫でき、みんなで美味しく食べました。サツマイモも１０月の

終わりに収穫しました。雨の影響なども心配しましたが、大きなサツマイモがたく

さん穫れました。１１月の初めに焼き芋にして食べる予定です。

５病棟はみんな元気で明るい病棟です。ぜひ一度遊びに来て下さい。



ワークショップ「まごころ」が活動をスタートして今年で５年目となります。この間、四街道養護学校のご指導並びに

場所の提供などで全面的なバックアップを頂き、また「まごころ」メンバー父兄のご協力を得てボランティア（現在社協

ボラ６名）として微力ながら「まごころ」の活動をサポートしてまいりました。

スタート時より「まごころ」のメンバーが減ったことは誠に残念ですが、体調や気力が伴っての仕事なのでこれも致し

方のないことだと思っています。一方、現メンバーの努力と頑張りには敬服しております。スキルも飛躍的に向上し、

少数精鋭で名刺・パンフレット・ＰＴＡ広報誌等々の注文ならびにポストカード・カレンダー・その他の製作販売を

行っております。

痒いところに手が届くサポートができているかは甚だ疑問ですが、今後も可能な限り頑張っていきたいと思っています。

今後の課題としては、収支のコストバランス・新製品の開発・販路の拡大等があります。またボランティアも課題の

一つとなっております。

ボランティア活動に興味をお持ちの方の見学をお待ちしております。

＊（袋物の製作には、他の社協ボランティアグループから多大なご支援を頂いており、この場を借りてお礼申し上げます。

毎月、第２金曜日の午後に１２病棟で布切り・ミシン掛けを行う為、数十名

の地域のボランティアさんが来院します。取れかかった名札の繕いや患者さん

が使用するクッション作り。また切って頂いた布は、毎日のオムツ交換や入浴

時に大切に使用させて頂いています。

１１月１０日の活動後、ボランティアさんとの懇談会を行いました。患者さん

に代わり、保護者会役員さん・各病棟師長から、感謝の気持ちを皆さんにお伝え

しました。ボランティアさんからは「毎月活動日に参加できるよう準備していま

す。」「患者さんから元気を頂いています。」

「僅かな活動が喜ばれて嬉しい！」等の声が聞かれました。ご近所や友人

へ声掛けをして下さったり、切った布を病院へ届けて頂く等、活動が院内

に留まらず拡がっている事を嬉しく感じました。短い時間でしたが「ボラン

ティア活動・患者さんへの思い！」を伺う事ができました。患者さんの生活

は多くの方々に支えられている事を実感した一時でした。

ボランティアの皆様！本当に有り難うございます。

毎月１回、第３木曜日に当院売店で筋ジス病棟の「まごころ」のメンバーが販売活動をしている事をみなさんご存じですか？

今回は、活動当初からお手伝いくださっているボランティアの藤尾功さんにコメントを頂きましたのでご紹介します。

お買いあげありがとうございます！ 工房での作業風景 全てオリジナルデザインです！

ボランティアさんには、火・水・木と交代で

計６名の方に、１０時から１１時半までお手

伝い頂いています。ボランティアさんの力で

販売活動までできるようになり、大変感謝し

ています。

今は、主に来年度のカレンダーの製作をし

ています。結構評判もよく売れています。

これからも色々なイベントに参加していき

たいと思いますのでよろしくお願いします！


